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コマツ・ポートフォリオ・アドバイザーズ

　　　　　　　

来週の投資戦略 (1/23-27)

日米決算、米経済指標に注目

2023年1月22日

小松　徹

注目事項　－　見所

10-12月期日米企業決算　―　米国は減益、日本は増益？　

1月23日、通常国会開会　―　岸田首相の施政方針演説の踏み込み度は？

1月26日、10-12月期の米国のGDP成長率　―　前期比年率+2.6％？

1月27日、12月の米個人消費支出（PCEデフレーター）―前年比+5.0％、コアも同比+4.4％？



株式市場見通し

先週日銀は動かなかった。政策修正ありの思惑で動いていた投資家のポジション巻き戻しから、為替相場が乱高下した。ただ、わが国の株式市場が開いている間は円安傾向が長かったので、わが国の株式市場には日銀の「現状維持」は援軍となった。来週は先週末の米国株式全面高を受けて、高く寄り付こう。その後は、日米主要企業の決算発表、米国経済指標を受けた米国金利、為替動向に左右されよう。



[bookmark: _GoBack]先週までに米国大企業が大規模な人員削減を発表した。大手情報・技術会社だけで年初来３万人になる。米国株式市場ではこの動きを好感している。先週グーグル（アルファベットの子会社）が発表後、株価が5.7％上昇した。マイクロソフト（ソフトウェア最大手）もすでに人員削減を発表しているが、来週火曜日の決算発表で7％減益が予想されている。それが底になるとの期待もある。水曜日発表のボーイング（航空機製造）はアナリストの業績予想が散らばっているが、最近米国航空会社から大量受注をして株価は堅調推移している。まだ、良い話があるか期待されよう。木曜日発表のインテル（半導体）は大幅減益が予想されている。



わが国の企業決算はいつものように日本電産（6594）から始まる。アナリストは10-12月期の営業利益を20％増と予想している。年間業績予想を下方修正したアナリストが複数出ているが、レイティングは変更していない。木曜日発表の信越化学工業（4063）は最高益更新中だが、10-12月期はアナリストが20％営業増益を予想している。上振れたとしても現在の市場環境から見て、予想は修正しないだろう。金曜日引け後にファナック（6954）が決算発表する。アナリストは10-12月期の営業利益を15％増と見込んでいるが、はたしてどうか。



最後に、月曜日に通常国会が開会する。岸田首相は防衛力強化、少子化対策、原子力発電稼働延長など難題の質問にどの程度答えられるか。木曜日に発表される米国の実質GDP成長率が前期比年率+2.6％と予想されている。高い数値が出ると市場には警戒感が出るだろう。一方、低すぎても景気の失速に不安になろう。金曜日発表の12月の米個人消費支出（PCEデフレーター）は予想通り減速すると期待されている。予想ほど下がらないと、長期金利は上昇に、大きく下がると株式市場が反応するだろう。



KPAの投資戦略

		ロング（買い）

		ショート（売り）



		好財務の割安株、今期増益株

		高PB低位株、高PE新興株





(注)　ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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